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高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度
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セットボルト(上側)調整ＰＬ詳細図　Ｓ＝１：３

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整ＰＬ(上側)

 4-PL  240x22x 330

 4-PL  140x22x 250

 4-PL  140x22x 305

1基当たり材料(製作数:6)

 4-Fill PL  140x12x 250(SS400)

 6-TCB   M22xl1(S10T)

 6-TCB   M22xl2(S10T)

BH2,BH3 BH4,BH5

 1-Fill PL  600x32x 780(SS400)

 1-FLG PL  192xtfx2433(SM490YB)

 8-TCB   M22x95(S10T)

16-PL   80x10x  80(SS400)

12-PL   50x 9x  50(SS400)
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注記

　１.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　２.特記なきスカーラップは全てR35とする。

　３.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測･再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　４.製作は現地計測確認の上行うこと。
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鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整ＰＬ(上側)

 4-PL  240x22x 330

 4-PL  140x22x 250

 4-PL  140x22x 305

1基当たり材料(製作数:6)

 4-Fill PL  140x25x 250(SS400)

 6-TCB   M22xl1(S10T)
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BH8,BH9 BH10,BH11
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注記

　１.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　２.特記なきスカーラップは全てR35とする。

　３.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測･再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　４.製作は現地計測確認の上行うこと。
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強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZT49) M33x90  1W付

SS400相当品;電気めっき M18x30 1W付

SS400相当品;電気めっき M18x30 1W付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) M16

強度区分8.8;亜鉛めっき(HDZT49) M27x130  2W付

8 首下長さ

全12基鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ 材料表

橋軸方向 橋軸直角方向

B - B

A - A橋軸方向
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取付詳細図

4
S=1:5

5 S=1:5 6 S=1:5 7 S=1:5

1 2

3
12

S=1:5

120 400 120 6060

760

2
4
0

95 115 160 115 95

580

2
4
0

60 4x115=460 60

580

760

400120

230

230

520

45

2
8
2

1
4
9

1
4
9

5080

5
8
0

1
9
5

2
0

2
0
2

4
5

239 282 239

202

1
3
0

1
3
0

130

1
9
5

120

150

1
1
5

1
6
0

1
1
5

20

180

φ
2
3
4

90 90

φ
1
5
4

216 40

4x115=460

580

4
x
1
1
5
=
4
6
0

1
4
0

9
0

20

90

1
4
0

2
0

1
5
0

1
5
0

60 60

6
0

6
0

60 4x115=460 60

580

36

150 17

5
04
5

150

1
5

2

55150 17

5
0 4
5

170

1
5

2

55

60 60

9
5

9
5

R20

R2
0

R5

20

75

3
0

2
0

30

6

5
0

9
0

1

2

3

4

5

6

7 8

9

10

11

12

13

↓B ↓B
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16-M33

C20

4-M18

4-M16

オーバータップ

M158

2-M8

16-M33 M158

↑C

↑C

C20

4-M18

オーバータップ

両面粘着テープ付
C3

両面粘着テープ付
C3

15 調整PL(上側)

16 調整PL(下側)

14

2-φ20x30長孔

⑩

⑬

⑪

注記

　２.据付時は仮固定ボルト他、納入時用部材を取り外し、所定の高さで設置すること。

　３.納入時用部材を取り外した後のタップ孔は樹脂ボルトもしくはパテ材で埋めること。

  ４.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測･再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　５.製作は現地計測確認の上行うこと。

　１.鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰの納入時組立高さは、取付詳細図に示す製品高-10mm程度とする。



S=1：20

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

下部工ブラケット詳細図(BH1)

 下部工ブラケット詳細図(BH1) 7
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

D

B B

C C

D 20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

D D DE E E

DDD E E E

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2124x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2124(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2124(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH2)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

 下部工ブラケット詳細図(BH2) 8
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36-φ56孔

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2288x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2288(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2288(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】

E - E アンカーボルト詳細図　S=1：5
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH3)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

 下部工ブラケット詳細図(BH3) 9
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36-φ56孔
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F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

20-φ32孔

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2288x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2288(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2288(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】

E - E アンカーボルト詳細図　S=1：5
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH4)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

 下部工ブラケット詳細図(BH4) 10
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8
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1560(SD345)

エポキシ樹脂注入

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

20-φ32孔
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F.P
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シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2912(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1560(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2912(SM490YB)

 1-PL  2124x45x2912(SM520C)

 4-PL   950x22x2124(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2124(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH5)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

 下部工ブラケット詳細図(BH5) 11
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36-φ56孔

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

20-φ32孔

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DDDD E E E

DD D DE E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1560(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2752(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1560(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2752(SM490YB)

 1-PL  2124x45x2752(SM520C)

 4-PL   950x22x2124(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2124(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH6)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH6) 12
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36-φ56孔
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F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

20-φ32孔
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シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm
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3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1560(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2732(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1560(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2732(SM490YB)

 1-PL  2021x45x2732(SM520C)

 4-PL   950x22x2021(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2021(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH7)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH7) 13
20

505x160=80050

900

5
0

8
2
0

5
x
1
4
4
=
7
2
0

5
0

160580160

1
2
0

5
8
0

1
2
0

5
0

φ37

φ73

2
1

2
9 5
0

604x115=46060

6
0

4
x
1
1
5
=
4
6
0

6
0

5
D
5
1

5

φ
6
1

ねじ切り長

145 箱抜き長 350 削孔長 775

20 75 45 5 1115

1260 10

36-φ56孔

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

20-φ32孔

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2208x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2208(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2208(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】

E - E アンカーボルト詳細図　S=1：5

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整PL(下側)
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH8)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH8) 14
20

505x160=80050

900

5
0

8
2
0

5
x
1
4
4
=
7
2
0

5
0

160580160

1
2
0

5
8
0

1
2
0

5
0

φ37

φ73

2
1

2
9 5
0

604x115=46060

6
0

4
x
1
1
5
=
4
6
0

6
0

5
D
5
1

5

φ
6
1

ねじ切り長

145 箱抜き長 350 削孔長 775
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36-φ56孔
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2372x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2372(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2372(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

S=1：10

アンカー配置図
【鉛直方向】

【水平方向】

E - E

アンカーボルト詳細図　S=1：5

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整PL(下側)
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH9)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH9) 15
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ねじ切り長

145 箱抜き長 350 削孔長 775

20 75 45 5 1115

1260 10

36-φ56孔
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"

A A

10

8

7

F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1260(SD345)

エポキシ樹脂注入

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2882(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1260(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2882(SM490YB)

 1-PL  2372x45x2882(SM520C)

 4-PL   950x22x2372(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2372(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

S=1：10

アンカー配置図
【鉛直方向】

【水平方向】

E - E

アンカーボルト詳細図　S=1：5

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整PL(下側)

20
22

428 22

2882.0

458 22 458 22 458 22 458 22 428
20
22

3
2

2
2

2
3
7
1
.
8

20 950 45

1015 5

20 180 45

245 5

2
2

1
4
7
0

3
2

9
0
1
.
8

2
0
1
.
5

3
2
3
.
0

3
0
5
.
0

2
9
8
.
0

2
9
9
.
0

2
9
5
.
0

7
0
4
.
3

2
4
2
5
.
8

1
9
1
.
5

3
2
3
.
0

3
0
5
.
0

3
0
0
.
0

2
8
9
.
0

3
1
6
.
0

7
0
1
.
3

2
4
2
5
.
8

2
2
1
.
5

2
9
6
.
0

3
0
0
.
0

2
9
4
.
0

2
9
2
.
0

3
1
2
.
0

7
1
0
.
3

2
4
2
5
.
8

2
3
2
.
5

2
8
7
.
0

3
0
5
.
0

3
0
2
.
0

2
7
0
.
0

3
2
1
.
0

7
0
8
.
3

2
4
2
5
.
8

1
8
9
.
5

3
0
4
.
0

2
9
2
.
0

3
3
4
.
0

2
9
3

2
9
2
.
0

7
2
1
.
3

2
4
2
5
.
8

2
0
2
.
5

3
1
7
.
0

2
8
6
.
0

3
1
2
.
0

2
6
4
.
0

3
2
4
.
0

7
2
0
.
3

2
4
2
5
.
8

170.5 525.0 535.0 467.0 492.0 485.0 207.5

2882.0

207.5 490.0 549.0 443.0 503.0 480.0 209.5

208.5 494.0 532.0 461.0 504.0 487.0 195.5

219.5 485.0 540.0 446.0 519.0 476.0 196.5

207.5 492.0 547.0 438.0 513.0 485.0 199.5

208.5 506.0 530.0 452.0 496.0 494.0 195.5

20 950 45

1015 5

20 180 45

245 5

2
2

2
0
7
1
.
8

3
2

3
0
0

R=
20
0

20
22

428 22

2882.0

458 22 458 22 458 22 458 22 428
22
20

2
0

9
5
0

4
5

1
0
1
5

5 5

561 5x160=800 1521

8
0

5
x
1
4
4
=
7
2
0

2
1
5

20
22

428 22

2882.0

458 22 458 22 458 22 458 22 428
22
20

2
0

1
8
0

4
5

2
4
5

5



下部工ブラケット詳細図(BH10)
S=1：20

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH10) 16
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ブラケット全周
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20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29

"a"
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F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1560(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1015x32x2912(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1560(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   245x22x2912(SM490YB)

 1-PL  2208x45x2912(SM520C)

 4-PL   950x22x2208(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2208(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】

E - E

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整PL(下側)
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH11)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH11) 17
20
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シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29
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3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1565(SD345)

エポキシ樹脂注入

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1020x32x2752(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1565(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   250x22x2752(SM490YB)

 1-PL  2208x50x2752(SM520C)

 4-PL   950x22x2208(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2208(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】

E - E

鋼製ｽﾄｯﾊﾟｰ調整PL(下側)
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S=1：20

下部工ブラケット詳細図(BH12)

課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

令和８年度

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

 下部工ブラケット詳細図(BH12) 18
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シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

B B

C C

20-φ32孔

16-φ37孔

座グリ φ73x29
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F.P

F.P

シール材

ブラケット全周

不陸調整材

t=5mm

DD D DE E E

DDDD E E E

不陸調整材

t=5mm

不陸調整材

t=5mm

20-φ32孔

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用) 不陸調整 t=5mm

ワッシャー(M48用)

アンカーボルトD51x1565(SD345)

エポキシ樹脂注入

R1側L1側

橋
軸

方
向

橋軸直角方向

 1-PL  1020x32x2732(SM490YB)

1基当たり材料

36-Anc Bolt D51x1565(SD345)

36-1種 Nut  M48用 (SS400)

36-3種 Nut  M48用 (SS400)

36-Washer   M48用 (SS400)

 1-PL   250x22x2732(SM490YB)

 1-PL  2105x50x2732(SM520C)

 4-PL   950x22x2105(SM490YB)

 1-PL   820x50x 900(SM570)

R1側L1側

R1側L1側

注記

　1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

　2.特記なきスカーラップは全てR50とする。

　3.部材は全て溶融亜鉛メッキとする。

　　 亜鉛の膜厚は JIS H8641 HDZT77とする。

     但し、ボルト・ナットはHDZT49とする。

　4.アンカー削孔は下部工箱抜き部で行うこと。

　　 但し、既設鉄筋と干渉した場合にはアンカー位置を再度検討すること。

  5.既設構造物寸法形状は、工事に先立ち再計測・再確認を必ず実施し、

　　 工事に反映すること。

　6.製作は現地計測確認の上行うこと。

 3-PL   950x22x2105(SM490YB)

A - A

B - B

C - C

D - D

下部工ブラケット詳細図

a部詳細図　 S=1：5

アンカーボルト詳細図　S=1：5

S=1：10

アンカー配置図

【鉛直方向】

【水平方向】
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課長 設計係長
課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

 アンカーボルト 削孔図 19
20

S=1:50

正 面 図

【終点側】

S=1:50

側 面 図

【起点側】
東 西

【BH1～3・BH7～9】 【BH4～6・BH10～12】

起点側 終点側 起点側 終点側

アンカーボルト 削孔図
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課長 設計係長課長
補佐

高知市 都市建設部 道路整備課

工　事　名

種　　　別

事　業　名 道路事業

仮設工図(参考) 20
20

N

月の瀬橋耐震補強工事(その４)

令和８年度

仮設工図(参考)

N

S=1:400

側 面 図
S=1:400

平 面 図

北 南

断 面 図
S=1:150

東 西

平面図(仮設道工)
S=1:600
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